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あらまし 公共交通機関利用を援助するシステムは，“公共交通機関の利用促進”という観点からは十分な役割
を果たせていない．ソーシャルメディアを活用した情報共有手法により利用促進が可能なアプリケーションの開
発及び，その有効性についての検証方法の整備を行う．
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1. は じ め に

路線バスや鉄道，飛行機といった公共交通機関利用
における利便性を向上するために，乗換案内，時刻表
検索，運行情報表示といったサービスを提供する公共
交通機関利用援助システム (以下,システム)が数多く
開発されている．代表的にはジョルダン [1]や駅探 [2]

等の各種システムが公共交通機関の利便性を向上させ
ている．従来のシステムは，出発地から目的地までの
経路において，公共交通機関を利用した移動方法を探
索する乗換案内機能に特化しており，既にシステムを
利用しているユーザに対する利便性の提供は行われて
いるが，“公共交通機関の利用促進”という観点からは，
十分な役割を果たしているとは言いがたい．
　本研究では，公共交通機関利用援助の中でも，特に
乗り換え案内 (経路探索)機能に着目し，情報共有を用
いた公共交通機関の利用促進を図る．情報共有には不
特定多数への情報拡散の容易さ，特定少数との情報共
有の際の強固な信頼性を考慮し，ソーシャルメディア
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を活用する．

2. ソーシャルメディアと
公共交通機関利用援助システム

2. 1 ソーシャルメディア
ソーシャルメディアとは，オンライン上でユーザ同
士が情報を交換することによって成り立っているメディ
アである．類似の用語に「ソーシャル・ネットワーキ
ング・サービス (SNS)」があるが，SNSが社会的な繋
がりをインターネット上で構築するサービスであるの
に対して，ソーシャルメディアは個人が発信する情報
を不特定多数のユーザに露出し，レスポンス可能にす
ることでユーザ間の繋がりを促進する仕組みを持つ事
が特徴である．

2. 2 ソーシャルメディアとマーケティング
ソーシャルメディアの利用者の増加や，リアルタイ
ム性，情報発信の容易さから企業がマーケティングに
ソーシャルメディアを取り入れつつある．ソーシャル
メディアの情報拡散性を利用することで不特定多数へ
の広告・メッセージの配信が容易になる．また，消費
者は他のどんな情報源よりも友人・知人からの情報を
信頼する傾向にあるため，ソーシャルメディアを利用
した口コミ情報は，おすすめ度をより強固なものにす
る効果も期待できる．

2. 3 ソーシャルメディアとシステムとの連携
前述のソーシャルメディアの発展，ソーシャルメディ
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アマーケティングの浸透を受けて，システムにもソー
シャルメディアが取り入れられつつある．例として，
図 1に表す「駅探 (Andoridアプリケーション)」[3]の
「リポート」機能では，ユーザがソーシャルメディア
(Twitter) を介して情報を発信し，アプリケーション
が情報を集約することで運行状況の表示を行っている．
このようにソーシャルメディアをシステムに活用する
ことで，システムとユーザ，及びユーザ間における情
報共有が可能になり，ユーザの発信したライブ情報に
よって特別な機器を利用しなくとも運行状況やイベン
ト，天気，観光といった情報をリアルタイムに配信可
能となる．

図 1 ソーシャルメディアをシステムに用いた例

3. ソーシャルメディアを活用した
情報共有による利用促進

ソーシャルメディアを活用した情報共有により公共
交通機関の利用促進を実現する．

図 2 利用促進可能な公共交通機関利用のプロセス

情報共有による利用促進を如何に実現するかを検討
するために，システムを利用した公共交通機関利用の
過程 (プロセス) を，図 2 に示すように「認識」，「欲
求」，「計画」，「乗車 (移動)」，「評価」の五段階に分類

した．それぞれ，「公共交通機関を交通手段として “認
識”する」，「公共交通機関を利用して移動したいとい
う “欲求”を持つ」,　「システムを利用して経路探索
を行い移動の “計画”を立てる」，「経路探索結果を元に
“乗車”する」，「4 つのプロセスを経た移動を終え “評
価”する」ことを表す．従来のシステムは，「計画」に
特化し，ユーザに対してシステムが受け身であるため，
いくらシステムの利便性が向上しても，「認識」や「欲
求」の拡大には繋がりづらい．
　公共交通機関利用の前提である「認識」の浸透には，
公共交通機関の存在や，その便利さを伝えるためにシ
ステムを広めていくことが有効であると考えられるた
め，潜在的ユーザへシステムを知らせる仕組みを整備
する．また，既に「認識」していても普段は公共交通
機関を利用しない人に対して，時に面倒となる利用過
程を容易化する仕組みを考案することも必要であると
考えられる．
　これらを実現するために，各プロセスにおいてソー
シャルメディアを活用した情報共有を可能とし，他の
ユーザの利用過程に影響を与えることが可能な，モバ
イル端末用アプリケーションを実装する．さらに，ア
プリケーション自体を広めるための情報共有ボタンを
設置する．共有された情報は人伝いに不特定多数に向
けて徐々に拡散されていき，アプリケーション自体の
認識率の向上による利用促進が期待できる．また，経
路探索結果画面にも (特定少数の) 友人と経路や目的
地を共有するためのボタンの設置を行う．この機能を
利用すると，同一の目的地に行く際，同じ経路であれ
ば「計画」を経ない「乗車」，また出発地点のみを変
更する場合にも「計画」の簡略化がそれぞれ実現され
る．つまり，システムを用いたユーザ間交流による一
連のプロセスの簡略化が実現され，普段は公共交通機
関を利用しないであろう人々に対する利用促進が期待
できる．

4. 実装・検証方法

考案した仕組みの実現性を示すために，我々が鳥取
県内の路線バス，鉄道利用における利便性を向上する
ために開発しているシステム「バスネット」[4]を An-

droid 用アプリケーションとして実装した．Andorid

端末を用いた理由としては，ユーザの増加や共有の容
易さが挙げられる．次に，経路探索機能を実装したア
プリケーションのホーム画面や経路探索結果画面に，
アプリケーション自体や経路の共有機能を導入した．
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　図 3 のアプリケーションの共有では共有ボタンを
タップすることでブラウザが起動し，メッセージと共
にアプリケーションを人伝いに拡散する事が可能と
なった．また，経路共有機能では同一の経路の共有を
実現した他，同一の目的地に別の出発地から移動する
場合の経路共有として，図 4に表すように情報発信元
のユーザの指定した目的地及び到着時刻を元に，共有
先のユーザの「検索」の簡略を達成した．これらの機
能により，考案した利用促進の仕組みが実現された．
　また，アプリケーションの改良や，さらなる利用促
進に向けた改良を行うために，少数のユーザを対象と
したテストを行い，作成したアプリケーションや考案
した仕組みに対する意見を得た．また，「認識」が拡大
していく様子を把握するために，アプリケーション導
入者の広がりを確認する仕組みを整備した．これによ
り，アプリケーションの一般公開時に，ソーシャルメ
ディアを活用した情報共有による公共交通機関の利用
促進の実現性の確認ができる．

図 3 アプリケーションの共有

図 4 経路 (目的地) の共有の例

5. 実験結果・改良

アンケートの調査結果を受け専用端末以外でも使え
るように，経路共有をブラウザにも対応した．この機
能により，パソコンや iPhoneユーザも共有された経
路の閲覧が可能になった他，図 4のように目的地を共
有する際の簡易検索も可能となった．
　また，検証方法についても，単にアプリケーション
の浸透を把握するだけではなく，図 5 に表すように
アプリケーションを共有する際の URLに適当なパラ
メータを付与することで，強力な情報源の把握を行う
ための改良を行った．

図 5 強力な情報源の把握

6. お わ り に

公共交通機関利用を促進するために，ソーシャルメ
ディアを活用した情報共有の仕組みを導入した．一連
のプロセスにおける情報共有によるシステムのさらな
る浸透や，利用過程の簡略化を図った．また，考案し
た仕組みの実現性の確認も可能となった．
　今後の課題として，アプリケーションの一般公開時
に，考案した仕組みの実現性の検証を行うことが必
要である．その際には，アプリケーションの浸透の把
握についても，現状の追跡方法を改良し，アプリケー
ションの導入について，導入元を数代遡ることが可能
なトレース方法の整備も必要である．
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